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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収容空間を有する収納体と、前記収容空間に収容される磁気回路システムと、前記収容
空間内に収容され、かつ前記磁気回路システムにより駆動されて振動発声する振動システ
ムとを備え、前記振動システムがボイスダイアフラム及び前記ボイスダイアフラムを駆動
して振動させるボイスコイルを備えるスピーカーであって、
　前記収納体が底壁を備え、前記ボイスダイアフラムが前記収納体と固定される、振動発
声するための第１の部分と、前記第１の部分と収納体との間に設置される第２の部分とを
備え、前記第２の部分の一方の端が前記第１の部分に接続され、前記第２の部分の他方の
端が前記収納体の底壁に接続され、前記第２の部分が前記収容空間を、前記磁気回路シス
テムを収容する第１の収容空間及び前記ボイスコイルを収容する第２の収容空間に仕切り
、前記第１の収容空間及び第２の収容空間が互いに繋がらなくて、前記ボイスダイアフラ
ムの第１の部分に、前記磁気回路システムを避けるように、前記磁気回路システムに対向
する貫通孔が設置されることを特徴とするスピーカー。
【請求項２】
　前記磁気回路システムの上面についての振動方向に沿っての前記ボイスダイアフラム上
への投影は前記貫通孔内にあることを特徴とする請求項１に記載のスピーカー。
【請求項３】
　前記収納体、前記第２の部分及び前記第１の部分からなる第２の収容空間が密封する空
間となるように、前記第２の部分における前記一方の端が前記第１の部分の下面に接続さ
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れることを特徴とする請求項１に記載のスピーカー。
【請求項４】
　前記第２の部分が前記第１の部分の貫通孔のエッジから湾曲して延伸し、かつ一体成形
されることを特徴とする請求項３に記載のスピーカー。
【請求項５】
　前記第２の部分と前記第１の部分とが接着剤により接着固定されることを特徴とする請
求項３に記載のスピーカー。
【請求項６】
　前記磁気回路システムの上面は前記ボイスダイアフラムの第１の部分の上面を超えない
ことを特徴とする請求項１に記載のスピーカー。
【請求項７】
　前記第１の部分がコーン部と、コーン部の周囲に位置する折り返しリングと、前記折り
返しリングから外へ延伸して前記収納体に固定される接続部とを備え、前記貫通孔が前記
コーン部に設置されることを特徴とする請求項１に記載のスピーカー。
【請求項８】
　前記第２の部分は周縁部が密封する中空構造であることを特徴とする請求項１に記載の
スピーカー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気と音声との変換分野に関わり、特に、薄型スピーカーに関わる。
【背景技術】
【０００２】
　近年、科学技術の発展、特に、移動通信技術の急速な発展に伴い、多くの移動電子装置
がますます人々の日常生活に現れ、例えば、スマートフォン、タブレットＰＣ、ノートＰ
Ｃ及び多機能メディアプレーヤーが既に人々の不可欠な生活用品になった。これらの移動
電子装置は内部に音声再生装置が不可欠な部品であり、音声の品質のレベルは、ユーザが
これらの移動電子装置を使用する時のユーザ体験に直接影響を与える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　スピーカーは、音声の再生装置として、その構造設計が音声再生品質に直接影響を与え
る。関連技術におけるスピーカーは通常、ボイスダイアフラムを備え、前記ボイスダイア
フラムのドームが磁気回路システムを覆い、かつ予めボイスダイアフラムと磁気回路シス
テムの磁性鋼との間に振動空間を空ける必要がある。
【０００４】
　しかしながら、スピーカーの全体厚みが磁気回路システムおよび振動空間により制限さ
れ、薄くすることができない。
【０００５】
このため、上述した問題を解決するために、新規なスピーカーを提供する必要がある。
【０００６】
　本発明の目的は、従来のスピーカーにおいて磁気回路システムおよび振動空間による制
限により全体厚みを薄くすることができない技術的問題を解決するスピーカーを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記技術的問題を解決するために、以下のスピーカーを設計した。そのスピーカーは、
収容空間を有する収納体と、前記収容空間に収容される磁気回路システムと、前記収容空
間内に収容され、かつ前記磁気回路システムにより駆動されて振動発声する振動システム
とを備え、前記振動システムがボイスダイアフラム及び前記ボイスダイアフラムを駆動し
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て振動させるボイスコイルを備え、前記収納体が底壁を備え、前記ボイスダイアフラムが
前記収納体と固定される、振動発声するための第１の部分と、前記第１の部分と収納体と
の間に設置される第２の部分とを備え、前記第２の部分の一方の端が前記第１の部分に接
続され、前記第２の部分の他方の端が前記収納体の底壁に接続され、前記第２の部分が前
記収容空間を、前記磁気回路システムを収容する第１の収容空間及び前記ボイスコイルを
収容する第２の収容空間に仕切り、前記第１の収容空間及び第２の収容空間が互いに繋が
らなくて、前記ボイスダイアフラムの第１の部分に、前記磁気回路システムを避けるよう
に、前記磁気回路システムに対向する貫通孔が設置される。
【０００８】
　好ましくは、前記磁気回路システムの上面についての振動方向に沿っての前記ボイスダ
イアフラム上への投影は前記貫通孔内にある。
【０００９】
　好ましくは、前記収納体、前記第２の部分及び前記第１の部分からなる第２の収容空間
が密封する空間となるように、前記第２の部分における前記一方の端は前記第１の部分の
下面に接続される。
【００１０】
　好ましくは、前記第２の部分が前記第１の部分の貫通孔のエッジから湾曲して延伸し、
かつ一体成形される。
【００１１】
　好ましくは、前記第２の部分と前記第１の部分とが接着剤により接着固定される。
【００１４】
　好ましくは、前記磁気回路システムの上面は前記ボイスダイアフラムの第１の部分の上
面を超えない。
【００１５】
　好ましくは、前記第１の部分がコーン部と、コーン部の周囲に位置する折り返しリング
と、前記折り返しリングから外へ延伸して前記収納体に固定される接続部とを備え、前記
貫通孔が前記コーン部に設置される。
【００１６】
　好ましくは、前記第２の部分は周縁部が密封する中空構造である。
【発明の効果】
【００１７】
　関連技術に比べると、本発明に関わるスピーカーは、ボイスダイアフラムと磁性鋼とが
対向する位置に貫通孔を設置し、かつ第２の部分を増設し、この貫通孔により、スピーカ
ーが動作するときにボイスダイアフラムと磁性鋼とが衝突することを防止することができ
る。これにより、このスピーカーの厚みが主に振動空間となり、磁性鋼の厚みに制限され
ず、スピーカーを薄くするとともに、スピーカーの性能をさらに向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係るスピーカーの第１の実施例の構成を示す斜視図である。
【図２】本発明に係るスピーカーの第１の実施例の分解図である。
【図３】図１におけるＡ－Ａ線の断面図である。
【図４】本発明に係るスピーカーの第２の実施例の分解図である。
【図５】本発明に係るスピーカーの第２の実施例を他の角度から見る分解図である。
【図６】本発明に係るスピーカーの第３の実施例の分解図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施例における図面を参照しながら、本発明の実施例における技術的方
案を明確に完全に記述し、明らかに、記述した実施例は、ただ本発明の実施例の一部にす
ぎず、全部の実施例ではない。本発明における実施例に基づき、当業者が創造的な労働を
行わなかった場合に取得したすべての他の実施例は、いずれも本発明の保護範囲に含まれ
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る。
【実施例１】
【００２０】
　図１～図３に示すように、本発明が提供したスピーカー１は、収容空間１０を有する収
納体１１と、収納体１１の上方に取り付けられるフレーム１３と、前記収容空間１０に収
容される磁気回路システム１５と、前記収容空間１０内に収容され、前記磁気回路システ
ム１５により駆動されて振動発声する振動システム１７とを備える。前記収納体１１が底
壁１１１を含む。
【００２１】
　前記振動システム１７は、ボイスダイアフラム１７１及び前記ボイスダイアフラム１７
１を駆動して振動させるボイスコイル１７３を備え、前記ボイスダイアフラム１７１の外
周縁が前記収納体１１とフレーム１３との間に挟まれ、それにより、固定される作用を果
たす。他の実施例において、フレーム１３を設置せずに、ボイスダイアフラム１７１を収
納体１１に直接固定してもよい。前記磁気回路システム１５が磁性鋼１５１を備え、前記
ボイスダイアフラム１７１が前記磁性鋼１５１に設置される。
【００２２】
　前記ボイスダイアフラム１７１は、前記収納体１１と固定される、振動発声するための
第１の部分１７１１と、前記第１の部分１７１１と収納体１１との間に設置される第２の
部分１７１５とを備える。前記第２の部分１７１５は周縁部が密封する中空構造であり、
前記第２の部分１７１５の一端が前記第１の部分１７１１の下面に接続され、前記収容空
間１０を、前記磁気回路システム１５を収容する第１の収容空間１０１及び前記ボイスコ
イル１７３を収容する第２の収容空間１０３に仕切り、前記第１の収容空間１０１と第２
の収容空間１０３が互いに繋がらなくて、前記磁性鋼１５１が前記ボイスコイル１７３を
前記第２の収容空間１０３において振動させるように駆動する。前記ボイスダイアフラム
１７１の第１の部分１７１１には、前記磁性鋼１５１を避けるように、前記磁性鋼１５１
の位置に対向する貫通孔１７１３が設置される。前記第１の部分１７１１は、コーン部１
７１６と、コーン部の周囲に位置する折り返しリング１７１７と、前記折り返しリング１
７１７から外へ延伸し前記収納体１１に固定される接続部１７１８とを備え、前記貫通孔
１７１３が前記コーン部１７１６に設置される。
【００２３】
　前記磁気回路システム１５の上面は、振動方向に沿い前記ボイスダイアフラム１７１上
への投影が前記貫通孔１７１３内に位置し、このようにして、スピーカー１が動作する際
、前記ボイスダイアフラム１７１が前記磁性鋼１５１に衝突しないように保証し、好まし
くは、前記磁気回路システム１５の上面が前記ボイスダイアフラム１７１の第１の部分１
７１１の上面を超えない。
【００２４】
　本実施例において、前記第２の部分１７１５は前記貫通孔１７１３のエッジと前記収納
体１１の底壁を接続し、かつ前記第２の部分１７１５は、前記ボイスコイル１７３と前記
磁性鋼１５１が形成する間隔の周りに設置される。具体的には、前記収納体１１、第２の
部分１７１５及び第１の部分１７１１からなる第２の収容空間１０３が密封された空間に
なるように、前記第２の部分１７１５における前記第１の部分１７１１に近い一端部が前
記第１の部分１７１１の下面に接続され、第２の部分１７１５における前記第１の部分１
７１１から離れる一端部が前記収納体１１の底壁１１１に接続される。他の実施例におい
て、前記収納体１１、磁気回路１５１、第２の部分１７１５及び第１の部分１７１１から
なる第２の収容空間１０３が密封された空間になるように、前記第２の部分における前記
第１の部分１７１１から離れる一端部が前記磁性鋼１５１に接続されてもよい。
【００２５】
　本実施例において、前記第１の部分１７１１と前記第２の部分１７１５とが接着剤によ
り接着固定される。
【実施例２】
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【００２６】
　図４及び図５に示すように、前記ボイスダイアフラム２７１は、第１の部分２７１１と
収容空間２０内に設置される第２の部分２７１５とを備える。前記ボイスダイアフラム２
７１の第１の部分２７１１には、前記磁性鋼２５１を避けるために、前記磁性鋼２５１の
位置に対向する貫通孔２７１３が設置される。前記第２の部分２７１５における前記第１
の部分２７１１から離れる一端部が前記収納体２１の底壁２１１に接続される。無論、前
記第２の部分２７１５における前記第１の部分２７１１から離れる一端部が前記磁性鋼２
５１に密封するように接続されてもよい。
【００２７】
　本実施例において、前記第２の部分２７１５は、前記貫通孔２７１３のエッジから湾曲
して延伸し、かつ一体成形される。
【００２８】
　第１の部分２７１１と第２の部分２７１５とを一体構成に製作して、両者の間の接続と
密封の効果をさらに向上させ、ボイスキャビティの付近に大量の嵌込及び隙間が存在する
ことを防止して、音声漏れの発生を避け、さらにスピーカーの機能を向上させる。
【実施例３】
【００２９】
　図６に示すように、前記磁気回路システム３５は磁性鋼３５１及び電極芯３５３を備え
、前記電極芯３５３が前記磁性鋼３５１の上面を覆う。
【００３０】
　導磁性材から製造される電極芯３５３を増設し、前記磁性鋼３５１の磁気リーク現象を
解消し、磁界を効果的に遮蔽し、これにより、前記収納体３１の表面の磁界強度を低減さ
せ、製品の磁気リークを効果的に低減させる。
【００３１】
　関連技術に比べると、本発明に関わるスピーカーは、ボイスダイアフラムと磁性鋼とが
対向する位置に貫通孔を設置し、かつ第２の部分を増設し、この貫通孔により、スピーカ
ーが動作するときにボイスダイアフラムと磁性鋼とが衝突することを防止することができ
る。これにより、このスピーカーの厚みが主に振動空間となり、磁性鋼の厚みに制限され
ず、スピーカーを薄くするとともに、スピーカーの機能をさらに向上させる。
【００３２】
　以上はただ本発明の実施形態であるが、当業者は、本発明の創造的発想から脱逸しない
限り、さらに改良してもよいが、こられの改良はいずれも本発明の保護範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３３】
　１　スピーカー
　１０、２０　収容空間
　１０１　第１の収容空間
　１０３　第２の収容空間
　１１、２１、３１　収容体
　１１１、２１１　底壁
　１３　フレーム
　１５、３５　磁気回路システム
　１５１、２５１、３５１　磁性鋼
　１７　振動システム
　１７１、２７１　ボイスダイアフラム
　１７１１、２７１１　第１の部分
　１７１３、２７１３　貫通孔
　１７１５、２７１５　第２の部分
　１７１６　コーン部
　１７１７　折り返しリング
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　１７１８　接続部
　１７３、２７３　ボイスコイル
　３５３　電極芯

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】
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